
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ２２０１ 

令和５年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ４ ３ 

Crown 

English Communication Ⅲ 

（三省堂） 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業では、例えば黙読後にリスニング後に要約など、「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」

の４技能を統合的に扱うアクティビティを行います。積極的にアクティビティに参加し、積極的にコミュニケーションを図りましょ

う。 

・教科書で取り扱うテーマは、難題がほとんどです。英語そのものの学習だけでなく、日常生活、学校生活、社会問題、異文化理解など

多種多様のテーマに関する背景知識が必要です。また、授業の内容だけでなく、時事問題にも敏感である必要があります。 

・教科書で取り扱う文法事項や言語表現は既出のものもありますが、会話やエッセイなどの表現活動で活用できることを基本としてい

ます。 

 

２．学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（４単位）及び「英語会話」（２単位） 

      主な教材：上記科目の教科書、本校作成の自主教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・

評価 

学習到達目標 科目・

評価 

学習到達目標 科目・

評価 

学習到達目標 科目・

評価 

・自分のこれまでの

経験、将来の夢や希

望などについて、前

もって準備し、メモ

を見ながら理由と具

体例を添えて短く説

明することができ

る。 

・身近な話題（趣味

や将来の夢や希望な

ど）について幅広く

意見や情報の交換を

することができる。 

・コミュ

ニ ケ ー

シ ョ ン

英語Ⅲ、

英 語 会

話 

・スピー

キ ン グ

テスト 

・課題 

・身近な話題に関

して説明をし、自分

の意見を、接続詞や

フレーズを活用し

て、まとまりのある

段落をひとつ書く

ことができる。 

・慣れ親しんだ語

や表現を用いて、物

事の手順を筋道立

てて書くことがで

きる。 

・コミュ

ニ ケ ー

シ ョ ン

英語Ⅲ、

英 語 会

話 

・筆記テ

スト 

・課題 

・日常的な挨拶

ができ、身の回り

で起こったこと

や経験したこと

などについてや

り取りをするこ

とができる。 

・ゆっくりはっ

きりと話されれ

ば、外国の文化･

風習などなじみ

のないことでも

その概要を理解

することができ

る。 

・コミュ

ニ ケ ー

シ ョ ン

英語Ⅲ、

英 語 会

話 

・スピー

キ ン グ

テスト 

・課題 

・３００語程度の

英文を、複雑なとこ

ろは時間をかけて

読み、全体の要旨を

理解し、大事な点を

もれなく理解する

ことができる。 

・簡単なマニュア

ルや手引書などを

理解し、その内容に

沿って行動（ゲーム

や工作など）するこ

とができる。 

・コミュ

ニ ケ ー

シ ョ ン

英語Ⅲ、

英 語 会

話 

・スピー

キ ン グ

テスト 

・課題 

３．学習評価（評価の観点と実施方法） 

観

点 

コミュニケーションへの  

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての    

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DOリストによる「話

すこと」と「書くこと」の到

達目標を的確に評価できる方

法で実施。 

CAN-DOリストによる「聞

くこと」と「読むこと」の到

達目標を的確に評価できる方

法で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４．学習の活動 

単元 

（配当時間） 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

（１４時間） 

過酷な旅を通し

て数々の名句を

詠んだ松尾芭蕉

の足跡をたどり

ながら、その作品

を鑑賞して日本

の自然美を味わ

い、また人生にお

いて旅の持つ意

味について考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・松尾芭蕉や江戸時代

の旅について理解

し、自分の意見や感

想を述べる。 

・単元内容に興味を持ち、

理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極

的に意見交換をする。 

・国際化についての自分の

意見を、知っている語句

や表現を使って伝えよ

うとしているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」 

・「翻訳」や「国際化」

について、自分の意

見を適切に表現す

る。 

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・「旅」や「松尾芭蕉」につ

いて、聞き手に伝わるよ

うに配慮しながら表現

することができるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・松尾芭蕉の旅におけ

る出来事を把握す

る。 

・英文全体の要旨を理

解する。 

・学習した内容に関する

小テストや定期テスト

を行う。 

・要約の課題を行う。 

 

・聞いた内容を正しく理解

しているか。 

・松尾芭蕉の旅の途中の心

情を正しく理解するこ

とができるか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識理解」 

・自国の文化（日本の文

化）について理解す

ることの大切さを学

ぶ。 

・質問に答える。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・外国語を学ぶことと同時

に自国の文化を学び発

信することの意義を理

解しているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2 

（１４時間） 

「神の手」を持つ

と言われる医師・

天野篤が経験し

た幾度もの挫折

と不断の努力を

知り、ひとつのこ

とを極めること

の大切さを学び

将来の職業につ

いて考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・将来なりたい職業に

ついて話し合い、そ

のために必要な準備

について意見交換も

する。 

・単元内容に興味を持ち、

理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極

的に意見交換をする。 

・将来成りたい職業に関す

る自分の意見を、知って

いる語句や表現を使っ

て伝えられるか。 

・将来成りたい職業に関す

る他者の意見を聞こう

としているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」 

・天野医師がなぜ「天

才」と称されるよう

になったのかを整理

し、自分の意見を適

切に表現する。 

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・天野医師の考えや思い、

天才と称されるように

なった理由などについ

て、聞き手に伝わるよう

に配慮しながら表現す

ることができるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・天野医師の経験した

苦難の体験を正しく

把握する。 

・英文全体の要旨を理

解する。 

・学習した内容に関する

小テストや定期テスト

を行う。 

・要約の課題を行う。 

・学習した内容に関する

リスニングテストを行

う。 

・聞いた内容を正しく理解

しているか。 

・「天才」と称される人の陰

の努力の大きさを、正し

く理解することができ

るか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識理解」 

・天野医師の人生を通

して、判断の早さや

的確さが経験に裏打

ちされることを読み

取る。 

・英語での質問に答える。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・判断の早さや的確さは経

験に裏打ちされている

ことを読み取ることが

できるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

（１４時間） 

インスタレーシ

ョンアートにつ

いて学び、アーテ

ィストの意図や

そ れ に 触 れ る

人々の態度を通

して、アートの本

質について考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・不思議なアートを鑑

賞し、その印象につ

いて意見交換する。 

・単元内容に興味を持ち、

理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極

的に意見交換をする。 

・不思議なアートからどん

なメッセージを受け取

ったか、自分の印象と他

者の印象を比較して、感

想を述べられるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」 

・不思議なアートから

受けた自分の印象を

適切に表現する。 

・それぞれのアーティ

ストの意図を整理

し、そこから共通点

を見出す。 

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・不思議なアートから受け

た自分の印象を正確に

伝えようとしているか。 

・それぞれのアーティスト

の意図を整理し、そこか

ら見出した共通点につ

いて的確に表現できる

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 
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か。 

「外国語理解の能力」 

・インスタレーション

アートを描くアーテ

ィストが目指してい

ることを把握する。 

・英文全体の要旨を理

解する。 

・学習した内容に関する

小テストや定期テスト

を行う。 

・要約の課題を行う。 

・学習した内容に関する

リスニングテストを行

う。 

・聞いた内容を正しく理解

しているか。 

・インスタレーションアー

トとそのアーティスト

が目指していることを、

正しく理解することが

できるか。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識理解」 

・アートの定義につい

て再検討する。 

・英語での質問に答える。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・アートの定義について再

検討し、自分なりの理解

をしているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson4  

（１４時間） 

経済状況の違い

は人の行動や感

情に影響を及ぼ

すのか。社会心理

学実験を通して、

世界に広がる経

済格差の問題に

ついて考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界の経済の仕組み

について自分の意見を

話すことができる。 

・単元内容に興味を持ち、

理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極的

に意見交換をする。 

・経済状態と人間心理につ

いての他者の意見を聞き、

それに対する自分の見解を

積極的に表現している。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」 

・ 現代社会が抱えて

いる経済格差による人

間の倫理観について表

現する。 

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積極

的に意見交換をする。 

・聞いた内容を正しく理解

しているか。 

・経済格差が引き起こす人

間の倫理観に関して感

じたことを正しく表現

できるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識理解」 

・経済格差と倫理観に

ついて再検討する。 

・英語での質問に答える。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積極

的に意見交換をする。 

・経済格差や倫理の定義に

ついて再検討し、自分なり

の理解をしているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson5 

（１４時間） 

・コンピュータ

ーやロボットに

ついての自分の

見解や、AI（人工

知能）についての

知識を話すこと

ができる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・コンピューターやロ

ボットについての自分

の見解や、AI（人工知

能）についての知識の

意見交換することがで

きる。 

・単元内容に興味を持ち、

理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極的

に意見交換をする。 

・ コンピューターや AI

に対する自分の見解を積極

的に表現している。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」 

・ AI が人間にもたら

す利点と脅威について

表現する。 

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積極

的に意見交換をする。 

・聞いた内容を正しく理解

しているか。 

・経済格差が引き起こす人

間の倫理観に関する印

象を正しく表現できる

か。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識理解」 

・AI との共存のために

人がすべきことを再検

討する。 

・英語での質問に答える。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積極

的に意見交換をする。 

・AIや人類の未来について

再検討し、自分なりの理解

をしているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6 

（１４時間） 

DDR（武装解除・

動員解除・社会復

帰）に携わる瀬谷

ルミ子の活動を

通して、物事を科

学的に考えるこ

との意義を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・平和維持に必要なこ

とや、その仕事に関

わることについての

自分の考えと他者の

考えを交換する。 

・単元内容に興味を持ち、

理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極

的に意見交換をする。 

・平和維持に必要なこと

や、その仕事に関わるこ

とについての自分の考

えと他者の考えを、積極

的に交換しているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」    

・瀬谷さんがどんな思

いや理想をもって

DDR に携わってい

るか、心情を理解し

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

・瀬谷さんがどんな思いや

理想をもって DDR に携

わっているか、心情を理

解した上で表現できて

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 
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た上で表現する。 

・困難な人の状況に自

分を置き換えて、そ

の人が本当に必要な

ことがなにかを想像

した上で表現する。 

極的に意見交換をす

る。 

いるか。 

・困難な人の状況に自分を

置き換えて、その人が本

当に必要なことがなに

かを想像した上で表現

しているか。 

・小テスト 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・瀬谷さんが現在の道

に進むきっかけとな

った出来事を理解す

る。 

・英文全体の要旨を理

解する。 

・学習した内容に関する

小テストや定期テスト

を行う。 

・要約の課題を行う。 

・学習した内容に関する

リスニングテストを行

う。 

・聞いた内容を正しく理解

しているか。 

・瀬谷さんが現在の道に進

むきっかけとなった出

来事を正しく理解する。 

 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識理解」 

・社会貢献のあり方に

ついて理解する。 

・英語での質問に答える。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・社会貢献のあり方につい

て理解しているか。単に

「助ける」ことが貢献で

はないことを理解して

いるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

（１４時間） 

デイビッド・クリ

スタルのエッセ

イを読む。二言語

併用の現実や言

語の統制・抑圧の

事例などを通し、

自分自身および

他者の母語の大

切さを知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・母語と外国語、方言と

共通語、公用語など

の言語にまつわる問

題について、自分の

意見と他者の意見を

交換し合う。 

・単元内容に興味を持ち、

理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極

的に意見交換をする。 

・方言の禁止や英語の公用

語化などについて、自分

の意見を発信し、他者の

意見を聞こうとしてい

るか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」 

・共通語を用いること

の利点を表現する。 

・母語をめぐる過去の

歴史や、それがなぜ

生死にかかわる問題

なのかを表現する。 

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・共通語を用いることの利

点を、論点を整理して表

現できるか。 

・母語をめぐる過去の歴史

や、それがなぜ生死にか

かわる問題なのかを、正

確に表現できるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・母語をめぐって血が

流された歴史と、そ

の理由を理解する。 

・英文全体の要旨を理

解する。 

・学習した内容に関する

小テストや定期テスト

を行う。 

・要約の課題を行う。 

・学習した内容に関する

リスニングテストを行

う。 

・聞いた内容を正しく理解

しているか。 

・母語をめぐって血が流さ

れた歴史と、その理由を

正しく理解することが

できる。 

 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識理解」 

・母語をめぐる問題は

アイデンティティー

にかかわる問題だと

理解する。 

・英語での質問に答える。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・母語をめぐる問題はアイ

デンティティーにかか

わる問題だと理解して

いるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8 

（１４時間） 

リチャード・ドー

キンスの科学エ

ッセイを読み、不

思 議 な 事 象 と

人々の反応の事

例をとおして、物

事を科学的に考

えることの意義

を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・奇跡、占いなどについ

て、それを信じたり頼

ったりするかなど、自

分の見解と他者の見

解を交換し合う。 

・単元内容に興味を持

ち、理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極

的に意見交換をする。 

・超常現象や奇跡につい

て、自分の意見を発信

し、他者の意見を聞こう

としているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」 

・超常現象や奇跡につい

ての自分の見解を表

現する。 

・ドーキンスの主張す

る、ある事象に対する

化学的な対処方法を

まとめ、表現する。 

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・超常現象や奇跡について

の自分の見解を、具体的

にわかりやすく表現し

ているか。 

・「すべての超常現象、ある

いは奇跡は、嘘か勘違い

である」という主張につ

いて本文の内容をふま

えて表現できているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・ドーキンスの言う、不

思議な出来事に対し

たときにすべき判断

の基準を理解する。 

・英文全体の要旨を理解

・学習した内容に関する

小テストや定期テス

トを行う。 

・要約の課題を行う。 

・学習した内容に関する

・聞いた内容を正しく理解

しているか。 

・ドーキンスの言う、不思

議な出来事に対したと

きにすべき判断の基準

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 



※令和３年度以前入学生用 

する。 リスニングテストを

行う。 

を正確に理解している

か。 

「言語や文化についての知識理解」 

・ドーキンスの言う「態

度」が科学の発展に寄

与してきたことを理

解する。 

・英語での質問に答え

る。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・ドーキンスの言う「態度」

が科学の発展に寄与し

てきたことを理解して

いるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

（１４時間） 

世界を襲う水危

機について考え

る。自信が消費し

ている「ヴァーチ

ャルウォーター」

について知り、環

境保護のあり方

を考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・Green Revolutionとは

何かということを自

由に発想し、自分の見

解と他者の見解を交

換し合う。 

・食事の背景にあるヴァ

ーチャルウォーター

に対する驚きなどを、

他者と共有する。 

 

・単元内容に興味を持

ち、理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極

的に意見交換をする。 

・Green Revolutionとは何

かということを自由に

発想し、自分の見解を発

信し、他者の見解を聞こ

うとしているか 

・食事の背景にあるヴァー

チャルウォーターに対

する驚きなどを、他者と

共有しようとしている

か。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」 

・日本が輸入しているヴ

ァーチャルウォータ

ーの出所と量につい

て、理解した上で表現

する。 

・食糧危機と水危機の相

関関係について、理解

した上で表現する。 

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・日本が輸入しているヴァ

ーチャルウォーターの

出所と量について、整理

して表現できるか。 

・食糧危機と水危機の相関

関係について、テキスト

の内容に沿って表現で

きるか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・ヴァーチャルウォータ

ーの概念と、その輸出

入の利点を把握する。 

・英文全体の要旨を理解

する。 

・学習した内容に関する

小テストや定期テス

トを行う。 

・要約の課題を行う。 

・学習した内容に関する

リスニングテストを

行う。 

・聞いた内容を正しく理解

しているか。 

・ヴァーチャルウォーター

の概念と、その輸出入の

利点を把握することが

できるか。 

 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識理解」 

・世界の水危機について

理解する。 

・英語での質問に答え

る。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・世界の水危機について理

解しているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10 

（１４時間） 
2016年 5月、

現職の米大統

領として初め

て被爆地・広島

を訪れた、バラ

ク・オバマ氏に

よるスピーチ

を読み、平和の

大切さを学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・第 2 次世界大戦につい

て、自分の考えと他者

の考えを交換し合う。 

・スピーチのことばに対

する自分の意見と他

者の意見を交換し合

う。 

・単元内容に興味を持

ち、理解を深める。 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、積極

的に意見交換をする。 

・スピーチについて自ら感

じたことを、発信し、他

者の考えを聞こうとし

ているか。 

・スピーチの言葉に対する

自分の意見を聞こうと

しているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

「外国語表現の能力」 

・オバマ氏の平和に対す

る思いを理解した上

で表現する。 

 

・自分の意見をレポート

に書いて提出する。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・平和について、自分の意

見をその理由とともに

表現できるか。 

 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・課題の提出 

・小テスト 

・定期考査 

「言語や文化についての知識理解」 

・平和を理解し、人はそ

れを維持するために

何をすべきか考える。 

・英語での質問に答え

る。 

・ペアワークやグループ

ワークで話し合い、積

極的に意見交換をす

る。 

・平和を理解し、人はそれ

をどう維持すべきか考

えているか。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

・授業中の発問での回

答 

 


